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『集合住宅“団地”の再編（再生・更新）手法に関する技術開発研究』
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「団地再編住みよいまちへ2012」
展覧会・講演会の開催

「団地再編住みよいまちへ 2012」展覧会と講演会
　本プロジェクトでは 2012 年 11 月から 2013 年 3
月にかけて「団地再編住みよいまちへ 2012 海外等
の団地再生先進事例の動向とわが国におけるストッ
ク活用型団地再編への展望—関西大学 戦略的研究基
盤・団地再編プロジェクトからの提案—」と題した
展覧会（巡回展）および関連講演会を開催した。展
覧会では、これまでの研究成果（海外等の団地再生
先進事例の紹介および模型による空間比較）を報告
するとともに、京都府八幡市の UR 男山団地を対象と
して、ストックを活かしながら団地の構造（仕組み）
を再編し、多様で自立的な “ まち ” へ再生する再編技

術提案の一端を紹介した。会期中はプロジェクトに
参加している研究メンバー、学生メンバーが常駐し、
来場者に対して展示物の説明にあたった。多くの方
に関心を持っていただき、4 会場で合計 1,224 人（講
演会も含む）の方に来場していただいた。来場者層
をみると、団地に関係する仕事についておられる方
から団地に興味をお持ちの学生、地元住民の方々な
ど、幅広い人に来ていただき、団地再編に対する関
心の高さが窺えた。
　また、展覧会と併せて、関西 3 会場で研究メンバー
および団地に携わってきた有識者を招いての関連講
演会を実施した。

図 1. 大阪市立住まい情報センター（大阪会場）での展覧会の様子

図 2. 江川直樹による講演（大阪会場） 図 3. 増永理彦による講演（吹田会場） 図 3. 星田逸郎による講演（八幡会場）
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1. 展覧会の概要
　ストックを生かした団地再編の技
術開発研究は、現実にお住まいの団
地住民や地域住民の生活に直接関わ
る課題であり、団地が立地する自治
体にとってもまちづくり上の大きな
課題である。本プロジェクトの研究
の成果は、建築や不動産の専門家だ
けでなく、広く住民や市民、行政職
員や市長、議員、次代を担う学生の
理解を得ることが重要で、研究活動
や成果の一般への公表が特に重要で
ある。
　そこで、これまでに行った海外等
の団地再生先進事例の動向調査、再
編事例の前後の同一スケールでの模
型による空間比較、リーフレットの
パネル紹介と併せ、男山団地を舞
台にした、住宅および環境ストッ
クの活用を図りつつ、住民が守り育
て自立的に更新していけるような
“ まち ” に再編する考え方、「提案＜
ver.1　(2012) ＞」を図面と模型で
示す展覧会を開催した。展覧会は、
巡回展とし、2012 年 11 月に大阪
市住まい情報センター、12 月に吹
田市千里ニュータウンプラザと八幡
市文化センター、2013 年 3 月に新
宿パークタワーで開催した（表 1）。
　巡回展では、表 2 の展示物を展
示した。一方、展示だけではなく、
団地住民や行政からの相談会を実施
し、プロジェクトの告知とともに、
団地再生の現状に関するいくつかの
相談を受け、今後の研究活動の展開
の可能性が広がった。また、海外調
査に参加した大学院生による、再編
事例の紹介講義を連日開催した。
　また巡回展に併せ、提案の考え方、

（建替事例における）居住者参加の
事例と、住戸や住棟の改修実験・実
施事例、男山団地の駐車場や緑地に
おける微気候改修の提案などの関連
講演会も実施した。
　
2. 関連講演会の概要
　関連講演会は、関西での 3 会場（大
阪、吹田、八幡）で開催した（表 3）。

講演会では、本プロジェクト代表の
江川直樹（関西大学教授）から研究
成果の概要とストック活用型団地再
編への展望を各会場で紹介した（図
2）。それに併せて、研究メンバーの
増永理彦（神戸松蔭女子学院大学教
授）から団地建替え事例における居
住者参加の事例紹介（図 3）、星田
逸郎（星田逸郎空間都市研究所）か
ら団地住戸のリノベーションの実践
とその結果についての紹介（図 4）、
井上洋司（背景計画研究所）から男
山団地の屋外環境への提案がなされ
た。そして、ゲスト講演として山口
岩次郎氏（千里ニュータウン居住者）
からは団地建替えにおける居住者の
参加／非参加の事例紹介、笹原武志
氏（多摩平の森自治会）からは「多
摩平の森」建替えにおける住民・事

業者・行政の三者の協働について紹
介がなされた。
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団地再編住みよいまちへ 2012
海外等の団地再生先進事例の動向とわが国におけるストック活用型団地再編への展望
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■千里ニュータウンプラザ

講師：

■八幡市文化センター

増永理彦
山口岩次郎

笹原武志

日時：

講師：星田逸郎
井上洋司

14：00～17：00

14：00～17：00

14：00～17：002012年 12月    8日
江川直樹

講師：
日時：2012年 12月 15日

日時：2012年 12月 16日

関連講演会

 06-6368-1111  内線 6720

 関西大学 戦略的研究基盤 団地再編プロジェクト
〒564-8680　大阪府吹田市山手町3丁目3番35号
先端科学技術推進機構 4階  団地再編プロジェクト室
Tel  :

■問い合わせ先

10:00～ 17:00

2012年12月

2012年12月14日 金 ～18日 火

5日 水 ～  9日
■千里ニュータウンプラザ 

■八幡市文化センター
日

関西大学 先端科学技術推進機構 地域再生センター
関西大学 社会連携部 産学官連携センター
関西大学 科学技術振興会
一般社団法人 団地再生支援協会
社団法人 都市住宅学会関西支部
京都府、八幡市、吹田市
大阪市立住まい情報センター

後  援

■大阪くらしの今昔館
　　　　　　企画展示室 2012年11月 8日 木 ～  12日月

無料

(土 )

(土 )

(日 )

（最終日は 15:00まで )

（関西大学 教授  団地再編プロジェクト代表）
（神戸松蔭女子学院大学 教授）
（元・大阪府住宅供給公社新千里西町
　　　         A 団地自治会建替対策委員会）

増永理彦
江川直樹（関西大学 教授  団地再編プロジェクト代表）

（神戸松蔭女子学院大学 教授）
（UR賃貸住宅多摩平の森 自治会長）

（星田逸郎空間都市研究所）
（背景計画研究所）

：

開館時間：

入 場 料：

（2階  千里ニュータウン情報館）

（1階展示室）

（8階  多目的ルーム：定員 40名）

（3階  第 3会議室：定員 80名）

図 5. 展覧会と関連講演会の告知チラシ（左：表面 ／ 右：裏面）

団地再編・住みよいまちへ 2012
海外等の団地再生先進事例の動向と、わが国におけるストック活用型団地再編への展望
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 わが国の公的集合住宅団地は、人口拡大・都市化の時代に大量に建設されました。
そこでは、住宅の老朽化や設備の陳腐化などの物理的な問題のみならず、高齢化率の
上昇やコミュニティの弱体化などの社会的問題をも抱えています。その数は、公営住宅
で約219万戸、UR都市機構賃貸住宅で約77万戸にものぼり、再生・更新のみならず
維持自体も困難を極めています。さらに人口減少時代を迎え、団地の縮退や住宅以外
の機能の導入など、住宅地そのものの再生（＝再編）が重大な課題となっています。
　関西大学戦略基盤団地再編プロジェクトは、平成23年度から5年間にわたる技術
開発研究プロジェクトです。本プロジェクトでは、集合住宅団地を、住宅および環境スト
ックの活用を図りつつ、住民が守り育て自立的に更新していけるような“まち”に再編す
るため、協議・事業プロセスを含む技術を開発し実践に活かすことを目的としています。
本展では、これまでの研究成果（海外等の団地再生先進事例の紹介及び模型による
空間比較）を報告し、わが国の具体の団地を舞台に、ストックを活かしながら団地の構
造（仕組み）を再編し、多様で自立的（持続的）な“まち”へ再生する再編技術提案の一
端を提示させていただきます。団地再生のあり方について、多くの人々が深く考える機
会となることを願っています。
（詳しくはプロジェクトHP＜ http://ksdp.jimdo.com/ ＞をご覧ください）
　会期中には、プロジェクトに参加している研究メンバー、学生が会場で説明に当たら
せていただく他、映像を使っての海外等の再生事例紹介の解説、団地再生に関する様
々な事柄の相談会も実施いたします。さらに、会期後になりますが、関連の講演会も実
施いたします。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

会場で展示しているRe-Danchiパネルのタイトル
(一部)

イギリス・マンチェスター ヒューム地区の再生
ドイツ・ライネフェルデ 南団地の再生
オランダ・アムステルダム ベルマミーア団地の
再生
団地再編前後の空間比較模型の制作
国内団地再編に関わる空間提案の候補団地の
選定
ベルリンの世界遺産 近代集合住宅群を読む
イギリス社会住宅の団地再生
アジアの集合住宅・団地の理解
浜甲子園団地の再生 さくら街と全体計画
既存ストックを活用した団地再生の実践と提案
自然と生活と建築と都市
同潤会による複合開発と震災復興住宅
大阪集合住宅団地　黎明期
サステイナブルな団地再生
住み手主体 のコーポラティブ住宅・実践の今
ワークショップ・ハウジング
御坊島団地の再生（1-5 期）
ヨーロッパ共同体の都市づくり憲章
オランダの空間計画論
1.干拓と治水をルーツとする文化
2.戦略的プランニングによる土地利用計画
3.西部都市圏ラントシュタットの成長管理
4.プランニング・ドクトリンによる都市形成
5.オランダの社会住宅と家賃補助制度
さまざまな手法を織り混ぜた埠頭から住宅地へ
の転用-オランダ・アムステルダム東部港湾地区-
living heritageとしての団地 北欧の団地再生
北京百万庄住宅団地
ハノイ集合住宅・団地の現状‐GIANG VO
団地の調査
フランスの近年の団地更新事例について
海外団地再生・空間比較の実測調査
その1イギリス マンチェスター・ヒューム
その2ドイツ ライネフェルデ・南団地
その3アムステルダム・ベルマミーア
ヨーロッパの団地再生事例から
戦前団地を中心にドイツ・オランダを巡って
ドイツ編・オランダ編
ロンドン社会住宅の再生手法と現況
ブランドン団地・アイレスベリー団地
ラフボロウ団地・レオポルド団地
モーツァルト団地・リービューハウス団地
ランウェルロード団地・デヴィオット団地
マーキスロード団地・トレデガー団地
ノースペカム団地・ローブリッジ団地
モンティース団地・ストーンブリッジ団地
チャークヒル団地・ウッドベリーダウン団地
ホリーストリート団地・リファーブル団地
エンジェルタウン団地・コインストリート団地
再生現場を空間計画の立場から確認して
ヒューム地区・ベルマミーア地区
北京における創成期集合住宅
団地の建設時の環境 ハノイの集合住宅の
ＤＩＹファサード
ハノイでカワイイをさがす 団地の竹下通り
再生現場を空間計画の立場から確認して
La Duchere, Lyon　Poptahof, Delft
Montbeliard-Bethoncourt
研究担当者の団地再編イメージ
サスティナブルなコミュニティをめざして
千里ニュータウンにおける「再生地処分方式に
よる建替え」の批判的分析
公共賃貸住宅地の団地再生ガバナンス
明舞団地と住民活動の実際-団地再生に向けた
取り組み
UR賃貸住宅を公的に再生・活用する
団地再生とはまちづくりである - 神戸の近代
都市計画を事例として-
郊外ニュータウンのオールドタウン化とその
再生
規格化と個別化の融合：R.M. シンドラーの
集合住宅
周辺の環境を高める建築-独立住宅の設計から-
千里ニュータウン藤白台府公社「再生地」に
おける住民、公社、民間の3者による団地再編
団地再生計画‒団地からまちへ -仙台市の事例-
ニュータウン：タウンの計画文化とその解体
‒千里ニュータウンは文化的景観か‒
重層的な生活困難を抱えた単身困窮者の住居
シナリオ・アプローチによる団地再編
団地マネジメントの時代へ -UR団地再生の
これから -

12月14日（金）～18日（火）
5日（水）～    9日（日）■千里ニュータウンプラザ :

■八幡市文化センター　　 :

■大阪くらしの今昔館企画展示室 :11月 8日　　～  12日（月） （木）

関連講演会 会期中のイベント（期間中毎日）

問い合わせ先
 06-6368-1111  内線 6720

URL : http://ksdp.jimdo.com/

 関西大学 戦略的研究基盤 団地再編プロジェクト
〒564-8680　大阪府吹田市山手町3丁目3番35号
先端科学技術推進機構 4階 団地再編プロジェクト室

ksdp6720@gmail.com
Tel  :

e-mail : 

■千里ニュータウンプラザ

江川直樹

■八幡市文化センター

増永理彦
山口岩次郎

2012年 12月   8 日（土）

2012年 12月 15日（土）

2012年 12月 16日（日）

星田逸郎

井上洋司

14：00～17：00

14：00～17：00

14：00～17：00

『海外等の団地再生先進事例の動向と、わが国に
  おけるストック活用型団地再編への展望（関西大
  学戦略基盤団地再編プロジェクトからの提案）』

（関西大学 教授  団地再編プロジェクト代表）

（神戸松蔭女子学院大学 教授）
（元・大阪府住宅供給公社新千里西町
　　　　　A団地自治会建替対策委員会）

『ＵＲ団地の再生と居住者参加』

増永理彦
笹原武志

（神戸松蔭女子学院大学 教授）
（UR賃貸住宅多摩平の森 自治会長）

『「多摩平の森」における三者の協働について』

『団地住戸のリノベーションを経験して（観月橋
  団地再生計画、向ヶ丘第一団地ストック再生実
  証試験、富田第二住宅等）』

（星田逸郎空間都市研究所）

（背景計画研究所）

『男山団地の緑道植栽及び路上駐車場景観の
  微気候調整能力再生に向けて』

『海外等の団地再生先進事例の動向と、わが国に
  おけるストック活用型団地再編への展望（関西大
  学戦略基盤団地再編プロジェクトからの提案）』
江川直樹（関西大学 教授  団地再編プロジェクト代表）

（8階 多目的ルーム）

（3階 第 3会議室）

海外事例紹介／ 13:00 ～ 14:00
現地調査に参加した研究メンバー、学生によ
る再生事例の映像紹介と解説。対象団地は毎
日変わります。

団地再生相談会 ／ 15:00 ～ 17:00
団地再生に関する様々なご相談に応じ
ます。一緒に考えましょう。

 ・ 京阪電車「八幡市駅」から （京阪八幡市駅1番のりば）
 ・ 京阪電車「樟葉駅」から     （樟葉駅2・3番のりば）

京阪バス「八幡市役所」下車すぐ

□八幡市文化センター

〒614-8037  京都府八幡市八幡高畑 5番地 3〒565-0862  大阪府吹田市津雲台 1丁目 2-1

□千里ニュータウンプラザ
【会場へのアクセス】

阪急千里線「南千里駅」下車すぐ

男山
 団地

八幡警察署

男山病院

樟葉駅

橋本駅

八幡市駅

消防署

石清水八幡宮

八幡市役所

木津川

松花堂庭園美術館

八幡市文化センター

ガーデン
モール
南千里

千里病院

スマイル
ホテル

大阪南千里

千里南公園

千里ニュータウンプラザ

南
千
里
駅

吹田市役所
南千里庁舎

 表 1. 展覧会の開催日程と来場者数

会場 会期 来場者数
展覧会 講演会

大阪市立住ま
い 情 報 セ ン
ター

（大阪市北区）

2012 年
11 月 8 日
〜 12 日

721 人 83 人

千里ニュータ
ウンプラザ

（大阪府吹田市
南千里）

2012 年
12 月 5 日
〜 9 日

123 人 28 人

八幡市文化セ
ンター

（京都府八幡市）

2012 年
12 月 14 日
〜 18 日

116 人 75 人

新宿パークタ
ワー

（東京都新宿区）

2013 年
3 月 25 日
〜 27 日

78 人 —

 表 2. 展示物一覧
No. 展示物 媒体
1 プロジェクト紹介パネル A1 ﾊﾟﾈﾙ×2 枚
2 本プロジェクトの活動紹

介映像
映像 2 箇所

3 ベルマミーア 1/2000 模
型（従前、従後）

A1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 2
枚、2 ｾｯﾄ

4 ベルマミーア 1/1000 模
型（従前、従後）

A1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 4
枚、2 ｾｯﾄ

5 ライネフェルデ 1/2000
模型（従前、従後）

A1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 1
枚、2 ｾｯﾄ

6 ヒ ュ ー ム 1/2000 模 型
（従前、従後）

A1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 1
枚、2 ｾｯﾄ

7 ジャン・ボ 1/2000 模型
（計画、現状）

A1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 1
枚、2 ｾｯﾄ

8 百万庄 1/2000 模型
（計画、現状）

A1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 1
枚、2 ｾｯﾄ

9 リーフレット：ヨーロッ
パ団地再生関連

B1 ﾊﾟﾈﾙ× 18
枚

10 リーフレット：アジア団
地関連

B1 ﾊﾟﾈﾙ×7 枚

11 リーフレット：レクチャー
関連

B1 ﾊﾟﾈﾙ×9 枚

12 調査団地プロット世界地図 A0 ﾊﾟﾈﾙ
13 団地再編叢書：閲覧 5 冊× 2 ｾｯﾄ
14 研究メンバープロフィー

ルシート
B1 ﾊﾟﾈﾙ× 6
枚

15 男山団地への再編提案骨子 A1ﾊ゚ ﾈﾙ×10 枚
16 男山団地への再編提案模型

（現状、提案）
A1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 2
枚、2 ｾｯﾄ

17 男山団地への提案：A 地
区模型（現状、提案）

A1 ｻｲｽﾞ、2
ｾｯﾄ

18 男山団地への提案：A 地
区パネル

B1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 2
枚

19 男山団地への提案：B 地
区模型（現状、提案）

A1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 2
枚、2 ｾｯﾄ

20 男山団地への提案：B 地
区パネル

B1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 3
枚

21 男山団地への提案：C 地
区模型（現状、提案）

A1 ｻｲｽﾞ、2
ｾｯﾄ

22 男山団地への提案：C 地
区パネル

B1 ｻ ｲ ｽ ﾞ × 2
枚

23 調査研究紹介パネル A1 ｻｲｽﾞ×6 枚
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3. 展覧会の告知とメディアの取材
　展覧会と講演会に先立ち、告知チ
ラシ（図 5）を作成し、行政・公共
施設や事業主体、大学・教育研究機
関等の関係機関に合計 16,000 枚配
布した。会場には、通算 1,224 名
もの方の来訪参加が得られ、産経新
聞、京都新聞、京都府地元ケーブル
テレビなどのメディアにも取り上げ
られ、広報された。

4. 展覧会の様子
4-1. 大阪市立住まい情報センター

（大阪会場）
　大阪市立住まい情報センター（以
下、大阪会場）は、巡回展の会場の
中で最も広く、全ての展示物を展示
している（図 6）。大阪会場は、立
地場所、交通アクセスに恵まれ、何
よりも市立博物館内ということもあ
り、専門家のみならず一般市民の来

場が多く見られた（図 1、7）。また
映像を用いた大学院生による再編事
例の紹介にも、多くの方が参加され、
興味深く国内外の団地再編事例に見
入っていた（図 8）。
4-2. 吹田市千里ニュータウンプラザ

（吹田会場）
　吹田市千里ニュータウンプラザ

（以下、吹田会場）は、日本最初の
ニュータウンである千里ニュータウ
ンに位置している。千里ニュータウ
ンには公的住宅団地が多く存在する
事から、団地に対する一般市民の関
心も高く、多くの一般市民の方が来
場された（図 9、10）。
4-3. 八幡市文化センター（八幡会場）
　八幡市文化センター（以下、八幡

会場）は、団地再編の提案の対象
とした男山団地が立地する八幡市
を会場としている。八幡市の人口の

表 3. 講演会の講演者と題目
月日 講演者 講演題目
11
月
17
日
（
大
阪
会
場
）

江川直樹

海外等の団地再生先
進事例の動向と、わ
が国におけるストッ
ク活用型団地再編へ
の展望（関西大学戦
略基盤団地再編プロ
ジェクトからの提案）

増永理彦 UR 団地再生における
居住者参加

12
月
8
日
（
吹
田
会
場
）

江川直樹

海外等の団地再生先
進事例の動向と、わ
が国におけるストッ
ク活用型団地再編へ
の展望（関西大学戦
略基盤団地再編プロ
ジェクトからの提案）

増永理彦
山口岩次郎

団地の再生と居住者
参加

12
月
15
日
（
八
幡
会
場
）

江川直樹

海外等の団地再生先
進事例の動向と、わ
が国におけるストッ
ク活用型団地再編へ
の展望（関西大学戦
略基盤団地再編プロ
ジェクトからの提案）

増永理彦
笹原武志

「多摩平の森」におけ
る三者の協働につい
て

12
月
16
日
（
八
幡
会
場
）

星田逸郎

団地住戸のリノベー
ションを経験して（観
月 橋 団 地 再 生 計 画、
向 ヶ 丘 第 一 団 地 ス
トック再生実証試験、
富田第二住宅等）

井上洋司
男山団地の緑道植栽
及び路上駐車場景観
の微気候調整能力再
生に向けて

提案コーナー

調査コーナー

相談ブース

受付

TVコーナー①

TVコーナー②

机TV

机TV

A

B

C

D

1mパネル→

稼働壁について
基本2mパネルを使用
（1カ所のみ1mパネル使用）

椅
子

椅
子

椅
子

椅
子

椅
子

椅
子

椅
子

椅
子 椅
子

椅
子

椅
子

椅
子

椅
子

長机

長机

椅
子

椅
子

←長机

長机
↓

北京

900mm

900mm

1500mm

900mm

900mm 900mm 900mm

1250mm

世界地図

模型説明パネル
A3サイズ以下 模型説明パネル

A3サイズ以下

模型説明パネル
A3サイズ以下

模型説明パネル
A3サイズ以下

模型説明パネル
A3サイズ以下

模型説明パネル
A3サイズ以下

模型説明パネル
A3サイズ以下

模型説明パネル
A3サイズ以下

団地叢書閲覧コーナー
（住まいJC彫刻台）

団地叢書閲覧コーナー
（住まいJC彫刻台）

団地叢書閲覧コーナー
（住まいJC彫刻台）

プロフィールシート

エントランス

ベルマミーヤ1/1000模型

レ
ク
チ
ャ
ー
関
連
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
4枚

男山模型

:厚紙ベースで展示

:7mmハレパネで展示

A1
A1

A1A1A1A1A1A1A1A1

B1

A1
A1

A1
A1

A1
A1

B1
B1

B1
B1

B1
B1

B1
B1

B1
B1

B1
B1

B1
B1

B1B1 B1 B1 B1B1

B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1

B1B1 B1 B1 B1 B1 B1

B1 B1

ヨーロッパ模型関連リーフレット（13枚）

アジア模型関連リーフレット（7枚）

レ
ク
チ
ャ
ー
関
連
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
11
枚
）

A1
A1

A1
A1

A1
A1

ポスター

建築人原稿

約7,500mm 提案の全体像

調
査
研
究
紹
介
パ
ネ
ル

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

模型
A1

ベルマミーア
1/2000

模型
A1
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A1
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A1
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A1

提案模型
スタジオA
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A1
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A1

提案模型
スタジオB
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A1
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スタジオC
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ライネ
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従前 従後
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机
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図 6. 大阪市立住まい情報センターでの展示レイアウト

図 7. 会場の様子（大阪会場） 図 9. 会場の様子（吹田会場）

図 10. 会場の様子（吹田会場）

図 11. 会場の様子（八幡会場）

図 12. 会場の様子（八幡会場）

図 8. 大学院生による再編事例の紹介
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約 20％を占める男山団地に対する
関心も高く、男山団地居住者から行
政関係者まで多くの方が来場された

（図 11、12）。
4-4. 新宿パークタワー（東京会場）
　新宿パークタワー（以下、東京会
場）は、首都圏での展覧会開催の要
望を受け開催した。平日のみの 3 日
間の開催であったが、専門家をはじ
めとする関係者から、新宿パークタ
ワーを訪れた一般市民まで多くのか
たが来場された（図 13、14）。

5. 展覧会の準備と運営
　本展覧会は、展示物の作成から展
示計画の作成、搬入出、展示作業な
どを全て本プロジェクトの特任研究

員とＰＤ、ＲＡ、大学院生総勢 25
名によって実施した。また展覧会会
期中の受付や会場案内係も、大学院
生を中心として実施した。

6. 展覧会の効果と今後の展開
　それぞれの展覧会場で来場者アン
ケートを行った。展示内容や映像に
よる事例紹介について、新鮮な驚き
と感銘をうけたという記述があり、
今後の研究成果を期待する声を多く
いただいた。一方、展示内容が専
門的すぎる、見づらいというご意見
もいただいた。本研究プロジェクト
では、これらのご意見を受け止め今
後の研究活動に繋げていきたい。展
覧会以降、住民・市民、行政、事業
主体等との対話を基に団地再編を進
める事を目指し、「だんだんワーク
ショップ／カフェ」と称した居住者
との対話の機会を設けた。今後は固
定した場所で定常化した「だんだん
テラス」開設を予定している。以下
にアンケートに記されたご意見の一
部を紹介する。
○興味を持った展示、団地再編への
　ご意見等
　「実践された海外事例が展示され
ており、研究の熱い取り組みが良く
伝わってきた」、「スライドによる発
表がわかりやすい説明で臨場感があ
りました。生の説明があると理解も
深まります」、「現在の人口構成に
あわなくなった団地を再編すること
により、よりよいまちに生まれ変わ
ることに期待します」、「耐震性をと
らえてリニューアルしようとしてい
るが、RC 造建物は少しの補強であ
と何十年も維持できる。可能性があ
る資源を生かす意味でも改造寿命が

期待される。今後の研究が楽しみで
す」、「法規的な検証、自治会、役所
の協議を行い実現的な視点から考え
られているので有意義な展示だと思
う」、「団地も老朽化か高齢者が多
いなど若い人たちが利用出来る様に
考えているというのはいいと思いま
す」、「通常、団地を建替えると住棟
が駐車場だけになるケースが多く生
活者のための屋外空間（広場）等の
居場所が無くなってきてしまうケー
スが多いと思います。団地再編にお
いては、生活者のための居場所を残
しつつ、団地と周囲の街とお繋ぐよ
うな方向性で引き続き考えていただ
きたいと考えます」。
○本展覧会や本プロジェクトへの期
　待等
　「 研 究 を 実 践 す る の は 今 後 の 課
題」、「団地再編というくくりは非
常に大きいテーマであり、その中で
パートパートでの問題点を掘り下げ
て見解を述べてほしい」、「団地住民
の方々も交流出来る場を設けなけれ
ばならないと思います」、「団地再編
は " プロセス " や " 組織体制 " も重
要と思います。そういった点までご
提案いただきたいです」、「大いに期
待しています。年 2 回くらいで開催
されるとありがたい」、「男山団地に
ついて、今回提案された方向性の中
で基本に実現する際に問題になるこ
とを社会的情報としてオープン化し
ていただくこと。また、団地にお住
まいの方の生の声も踏まえて好まし
い団地再編のあり方を深めていくこ
と」。

謝 辞： 展覧会・講演会開催にあたり、
関係機関の多大なご協力を得ました。
改めて御礼申し上げます。

図 13. 会場の様子（東京会場）

図 14. 会場の様子（東京会場）

図 15. 展覧会の搬入・準備の様子


